




 

われわれはこの三年間に,NICU を含む新生児特別養護施設における未熟児について,早期

からの母子接触の意義について検討すべく次の研究を行った。即ち先づ母性側より母親の

意識調査,保育器内における母親の行動のビデオによる経続的観察及び極小未熟児が 3 才

児になったときの retrospective な母親の母性性について検討などである。又一方児側に

ついては,基礎的研究として,未熟児における行動発達,日内リズムなどを,殊に極小未熟児

について24時間ビデオで分析観察すると共に,NICUにおける照明遮断による行動リズムの

影響をも観察した。 


